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昭和 42年 7月 9日豪雨災害で

の被災状況 

（宮原通１２丁目） 

[県砂防課] 

（右下） 

熊野町川角立体地図 

【平成 30年 7月 11撮影 

（空中写真）】 

[国土地理院ウェブサイト] 



はじめに 

 

 西日本各地に大きな被害をもたらせた平成 30年豪雨災害からまもなく一年を

迎えます。平成 30年７月３日から８日にかけて，わずか６日間で７月の過去の

最大月間降水量を超える雨量を記録するなど，県内各地で観測史上初となる記

録的な豪雨に襲われ，多くの人的被害や，家屋・インフラといった物的損害な

ど，最大級の被害がもたらされました。 

想定を超える豪雨による土砂災害や洪水による道路や鉄道の寸断，広範囲に

わたる水道の断水など，児童生徒等は家庭や地域，学校において，これまでに

ない経験を重ねました。また，学校においては，教職員による児童生徒等の安

否確認や心のケア，避難所における運営協力，学校再開へ向けての学校施設の

安全確保など，日常の学校業務とは異なる対応が必要となりました。しかしな

がら，国や県外からの早急な御支援などによって，早期に学校を再開すること

ができました。 

このような状況の中，主体的にボランティア活動に取り組む児童生徒の姿が，

地域の方に元気を与えたところです。このことは，これまで地域のために働く

ことのできる児童生徒の育成に取り組んだ防災教育の賜物であると考えており

ます。 

この度，こうした豪雨災害の経験から学び，自然災害の被害を最小限にとど

めるとともに，児童生徒等が主体的に判断し，自分や家族の命，地域を守るた

めに行動できる力を育成することをめざし，平成 25 年に作成した「広島県自然

災害に関する防災教育の手引」の別冊として本手引を作成しました。 

各学校においては，本手引を活用して防災教育をさらに充実させるとともに，

学校の実態に応じた防災教育を教科横断的な視点をもって学校安全計画に位置

付け，内容のつながりを整理しながら計画的に実施していただくことを期待し

ています。 

終わりになりましたが，本手引作成に当たり，御協力いただきました国土地

理院中国地方測量部，広島地方気象台，広島大学大学院 准教授 熊原 康博

先生，広島県土木建築局砂防課をはじめ，多くの関係者に感謝申し上げます。 

 

平成 31年３月 

 

広島県教育委員会事務局 

教育部 豊かな心育成課 
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平成 30 年６月 29 日に発生した台

風７号の影響による雨雲，また７月

５日から８日にかけて梅雨前線が西

日本付近に停滞しており，そこに大

量の湿った空気が流れ込んだため，

西日本から東海にかけて大雨が連日

続きました。 

 ７月６日 17 時 10 分に九州北部の

３県に大雨特別警報が発表され，続

いて 19時 40分に広島，岡山，鳥取，

さらには，京都，兵庫の８府県に大

雨特別警報が発表されました。翌日

以降，岐阜，高知，愛媛の３県にも大雨特別警報が発表され，最終的に 11 府県で大雨

特別警報が発表されました。 

 この豪雨により，県内はもとより西日本を中心に多くの地域で河川の氾濫や浸水害，

土砂災害が発生し，甚大な災害となりました。また，上水道等のライフラインがストッ

プしたほか，交通障害が広域的に発生し，日常生活が一変することになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[平成 30年度学校安全指導者講習会説明資料より]（広島地方気象台） 

[坂町小屋浦 航空写真]（県砂防課提供）H30/7/7 

平成 30年７月豪雨災害について 
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■ 子供たちの声 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 被災された方の声 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 教職員の声（学校の復旧復興に向けて） 
 

 

豪雨災害を経験して 
 

○ あっという間に水が玄関まできた。道路は泥水で夜の避難はできなかっ

た。早目の避難が大切だと知った。 

○ これまでとは違う雨の降り方だったので，近所のおじいさんたちに声をか

けていっしょに避難した。日頃からの訓練が役に立った。 

○ 救助されるまで，水道や電気が止まって困った。非常食や水を蓄えておこ

うと思う。 

○ 茶色の水に流された。「たすけて！」と大きな声で叫んだ。おじさんたち

に助けてもらい，安心した。とても暗くてこわかった。 

○ 雨は止まず不安だった。避難情報が出て，身の危険を感じ高い場所に避難

した。恐怖を覚えた。 

○ 近所の土砂を片づけるため部活動の仲間とボランティアに参加した。少し

でも役に立ったかなと思った。 

○ 勉強すること，部活動をすること，電車に乗って通学することなど，当た

り前のことが当たり前でなくなった。自分は大丈夫だと決めてはいけないと

感じた。 

○ まさか自分が被害に遭うとは思わなかった。 

○ 地域のつながりを大切にしなくてはと強く感じた。 

○ 避難所の運営など訓練しておく必要があると感じた。 

○ 土砂災害に備えて，避難情報に頼るだけでなく，早めに避難できるようにした

い。 

○ 家族に避難を促されなかったら，避難しなかったと思う。一緒に避難してくれ

る人がいると心強い。 

 

○ 児童の安否確認に時間がかかった。 

○ 通学路の安全確認を行い，安全な道路へ通学路を変更した。 

○ 避難所となり，学校再開までに教育委員会や地域の方と連携し，避難所運営

に協力した。 

○ 学校再開へ向けて取り組む内容を列挙し，全教職員で確認して取り組んだ。 

○ 水没した学校施設の消毒をはじめ，衛生面の復旧に時間がかかった。 

○ 生徒の心のケアに十分配慮し，きめ細やかに健康観察を行い，専門家へつな

ぐ体制を整えた。 


